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はじめに

将来の真庭市民に責任をもつ市役所となるには、再度市役所全体で「行政経営」に対

する意義を自問し、まず行政経営を着実に進めることで職員の意識を変える必要がありま

す。このため、令和４年３月に第 4次真庭市行政経営大綱を策定しました。前回の第 3

次大綱では、実施状況の評価や具体的事業の見直しが不十分であり、多くの課題が残り

ました。その原因は、上位計画である大綱と具体的な施策の実施がつながっておらず、実施

状況の把握や取り組みに評価や指示が評価の徹底できておらず、進捗管理として、実施

状況の点検評価や見直しという CAPD が確実に行われていなかったことにあります。

この反省点に立ち、第 4次行政経営大綱では、以下の取り組みにより着実な実施を図

ります。

１ 行政経営大綱の具体的な施策実施として、アクションプランを策定します。

２ 行政評価システムにより、アクションプランの進捗管理を確実に行います。

３ KPI を設定し、進捗状況の測定と評価を行います。

４ 市役所内での評価点検と行政経営審議会による外部評価により、確実に CAPD を

行います。

５ アクションプランの実施状況及び CAPD による点検評価結果を公表します。
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第4次行政経営大綱アクションプランの CAPD サイクルについて

行政経営大綱アクションプランでは、事業実施課の評価、行政経営推進委員会と行政

経営審議会での評価・点検、その結果に基づき社会情勢に合わせて取り組み内容や KPI

設定を見直し、次年度以降実施することで CAPD サイクルを実施する。

■評価方法

行政評価システムにより、中間（９月）及び年間（３月）の各事業の実施状況の点

検及び評価を行う。

評価結果に基づき、課題に合わせて、目標の実現可能性を検討し、事業の縮小や中止

などの事業内容及び KPI 設定を見直す。

■CAPD年間スケジュール（別表）

5月初旬～中旬：［行政経営推進委員会］前年度事業の評価

6月初旬～中旬：［行政経営審議会］前年度進捗状況点検の確認

8月中旬～下旬：［事業実施課］進捗状況の把握（中間評価）

9月初旬～中旬：［行政経営推進委員会］中間評価に対する点検評価

9月中旬～下旬：［行政経営審議会］進捗状況の点検確認

９月下旬～10月中旬：［事業実施課］事業取組内容及び KPI 設定の見直し

３月：［事業実施課］年度評価および事業取組内容の見直し（年間評価）
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■CAPD サイクル図

■CAPD における役割分担
行政経営
審議会

行政経営
推進委員会

総合政策課 事業実施課

各事業のアクションプラン
策定・見直し
（KPI の設定を含む）

◎

事業の実施 ◎
事業の点検・評価・進捗
の確認

◎ ◎

評価結果の取りまとめ・
公表

◎

行政経営推進委員

行政経営審議会

【庁内推進組織】

【市民有識者組織】

【市役所】

事業実施課

【各組織の主な役割】

C（点検）
A（改善）
P（計画）
A（改善）

行政経営審議会
行政経営推進委員会

事業実施課

改
善

計
画

実
施

評
価
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